
るエンパワメントが大切ということに気が付きまし
た。そのように視点を転換できたことは、セーフ
ティプロモーションに対する理解の第一歩だったと
思います。
市川：そういうことだったのですね。
徳珍：私は2004年より中学・高校で保健主事として
学校保健に携わるようになったので、学校の安全と
中途障害者の安全の二足の草鞋を履くことになりま
した。
市川：学校に勤務しながら、中途障害者の安全にも
かかわってきたのですね。
徳珍：はい。中途障害者の安全が私の探求するテー
マになった背景には、脊髄損傷の患者さんに対する

「何もできなかった」という思いがありましたから、
そのテーマはもち続けました。
　中途障害者になるのは脊髄損傷だけでなく、さま
ざまな原因があります。私は病院で勤務していた頃
のつながりから、社会福祉法人「麦の会」で脳血管
障害の後遺症によって困難を感じている人びとと関
わるようになりました。
　「麦の会」は私にとって、他者の辛さや苦しさを
我がこととして感じることの大切さをいつも思い起
こさせてくれる大切な存在で、失いたくないつなが
りです。

「麦の会」作業所

市川：「麦の会」についてもう少し教えてください。
徳珍：「麦の会」は、病院の脳卒中患者会会員の「働
きたい、働く場がほしい」という声をもとに設立さ
れました。もともと小さな作業所としてはじまりま
したが、今は小規模社会福祉法人として地域で活躍
しています。
　また、私はご縁があって大阪府頸髄損傷連絡会に

も関わっています。どちらの会にも看護学科で講義
をお願いしたことがあります。今は新型コロナの感
染拡大の影響で、直接学生にお話していただく機会
をもてないのが残念です。
市川：講義ではどのようなお話をしてもらうので
しょうか。
徳珍：ご自身の体験をお話いただくことと、当事者
会、社会福祉法人「麦の会」、大阪府脊髄損傷連絡
会という中途障害者が所属している会の果たしてい
る役割、そして、講義の受け手である学生にどのよ
うな看護者になってほしいと思っているのかをお話
くださいとお願いしています。
市川：学生さんの反応はいかがでしたか。
徳珍：講義後、学生が追いかけるように質問や感想
を伝えに行くということもありました。直接お話を
聞くという体験は、学生にとって多くのことを学ぶ
機会になっていると思います。

「麦の会」作業風景と製品

市川：ところで、先ほど伺った「生きる意欲を支え
る」というテーマについて、その後の展開を教えて
ください。
徳珍：そのテーマは、中途障害者の生きる意欲に働
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きかけができなかったという個人的な体験にはじ
まったわけですが、中途障害者の生きる意欲やそれ
を阻む要因を集団レベルで捉えることができたら客
観的に何かわかるのではないかと考えています。
　たとえば、中途障害者の生きづらさの原因や、力
を十分発揮できない何らかの原因が社会のなかにみ
えてくるかもしれません。みえてくれば、その原因
を取り除くことで生きる意欲が少しでも低下せずに
済むようになるかもしれません。
市川：社会に何らかの原因があるのではないか
という視点は、健康の社会的決定要因（Social 
determinants of health）の考え方に通じるもので、
とても大切だと思います。中途障害者の生きづらさ
の原因を取り除くことは可能でしょうか。
徳珍：法や制度をうまく活用していくこと、制度の
不備をアセスメントして、声を上げていくことは
大切で継続すべきことですが、刹那的ともいえる

「今」を支える介入方法が必要だと思います。
市川：それだけ切迫している当事者がいらっしゃる
ということでしょうか。新型コロナの影響も大きい
かと思います。
徳珍：私自身、この３年間、友人と会って他愛のな
い話をする機会がかなり減ったと思います。SNSや
オンラインを使っていても、病的なレベルではない
と思いますが、以前より気持ちが上がらないと感じ
ることもありました。
　私は「麦の会」を訪れるたびに、利用者さんと他
愛のない話をしているのですが、これもこの３年間
は失われています。中途障害者の方々は感染拡大前
から身体的要因で行動制限を受けていますが、コロ
ナ禍でいっそう制限されるようになりました。
　脳血管障害後遺症のメンタルヘルスと自死の関係
は、インフォーマルなソーシャルサポートと深く
関係していると考えています。周囲を見渡すと、近
所づきあいが少なく、ボランティアは匿名性が高く
なり、普段付き合いがない「顔の見えない」ボラン
ティアが好まれる状況が生まれています。私は対面
での直接的な刹那的ともいえる「今」を支える介入
方法も検討する必要があると考えています。
市川：それでは最後に、日本におけるセーフティプ
ロモーションの課題と展望について、徳珍先生のお
考えを教えてください。
徳珍：日本におけるセーフティプロモーションの課
題は、セーフティプロモーションがまだまだ知られ

ていないことだと思います。安全・安心を創造する
科学であるセーフティプロモーションが広く知られ
ること、それが安全・安心な社会の推進への第一歩
であると考えています。
　今後の展望については、本学会はさまざまな専門
性を持つ方で構成されています。事故、暴力、自傷
行為などによる外傷やそれに対する脅威に対し、そ
れぞれの専門性を生かし取り組んでいらっしゃいま
す。その知見を、専門分野を超え共有し、それぞれ
の専門分野にフィードバックさせることで、安全・
安心のさらなる推進につながるのではないかと考え
ています。
市川：セーフティプロモーションを進めていくうえ
で、当事者の立場を理解する大切さ、一刻を争うこ
ともあるということを改めて認識しました。貴重な
お話をどうもありがとうございました。

連載 第５回　 セーフティプロモーションと私
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はじめに

　火山噴火による噴石や火砕流の恐ろしさは広く知
られている。このたび、中央防災会議防災対策実行
会議の広域降灰対策検討ワーキンググループが令和
２年４月に公表した報告書「大規模噴火時の広域降
灰対策について─首都圏における降灰の影響と対策
─富士山噴火をモデルケースに」を読んで、富士山
から約100キロ離れた首都圏においても、鉄道の運
行停止や停電、道路の通行不能などが相次ぎ、生活
への支障が広範囲・長期に及び、社会的混乱が生じ、
都市機能に深刻な影響が出ることの科学的知見を得
た。そして、市民レベルでの対策はいかなるもので
あろうかと考えた。
　首都圏では大規模火山灰災害の経験は少なく、そ
の準備がまだできていない。しかし、静岡県や千
葉県、警視庁などで噴火降灰対策の取り組みが着々
となされていることを報告書で知り、勇気づけられ
た。この機会に、永宝1707年に15日間続いた噴火と
同等の大規模噴火による火山灰の被害想定を正しく
知り、広域降灰リスクを最小にするための防災安全
計画を策定するとともに、鹿児島県桜島の市民生活
における先進的な知恵を今から学んでおくべきで
はないかと考えた。なお、筆者は長崎県警在任中、
198年ぶりの噴火で死者・行方不明者43人の被害を
もたらした雲仙普賢岳の噴火災害の恐ろしさを目の
当たりにしている。
　本稿で一番強調しておきたいことは、降灰現象
を「単に火山灰が降る」というだけの認識でいると
大変なことになるということだ。東日本大震災で多
数の児童の死を招き、最高裁で組織的過失責任を問
われた大川小学校では、「津波は海から水が来るこ

論　　壇

とだ」と教えていたという。つまり、リスクをイ
メージする教育をしていなかった。テレビ局のイン
タビューで生き残った児童が「先生の話と違って、
泥水が冷蔵庫や木片とともに渦を巻き、波を立てて
自分に迫ってきた。本当に怖かった。死ぬかと思っ
た」と答えていたのが印象に残っている。ここで不
可欠なのは災害脅威のイメージづくりで、これを怠
れば、責任ある立場の「教えざるの罪」が問われる
ことになる。火山灰が降ることによってどのような
被害が想定されるのか、その本当の怖さをしっかり
イメージできるようにしたうえで、本腰を入れて、
その対策を考えていくことが求められている。

１　火山灰の首都圏への影響

　報告書をはじめとする情報を総括すれば、次のこ
とが指摘できる。
①　�「X day」ならぬ「X time」のタイムラインの

準備が必要である。富士山の噴火で風向きや時
期によっては早ければ１～２時間で火山灰が首
都圏に到達するおそれがある。したがって、気
象庁の地震や噴火情報に耳を高くしておく必要
がある。

②　�15日間、火山灰の降灰が続くことを前提とした
準備が必要である。この間の生活維持、with
降灰の新たな生活スタイルを準備する必要があ
る。また、蓄積した灰の除去は想像を絶する
が、レジリエンス防災の鍵のように思えてなら
ない。マンションや地域の皆と協力しないと正
しく対処できない。

③　�見えない火山灰のほうが見える火山灰より怖
い。とくに子どもは見えない火山灰に弱く、外
で遊ばせてはならない。火山灰はゴミとして処
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理することが重要で、水で流すと排水口が詰ま
り、２次災害を招く。

④　�降灰が日常化している鹿児島市民の生活と対策
の実例を知ることが、対策をイメージするには
近道であろう。ただし、火山によって火山灰の
性質が異なるため、臨機応変な対応が必要であ
る。

⑤　�見えない火山灰対策としては、コロナで培った
マスクと手洗い、手袋、うがいの習慣が役立つ。

【コラム：宝永の噴火の際の江戸のまちの様子】
「このほど、世の人、咳啾を患わずということなし」
（江戸常憲院殿御実紀）
「これやこの　行くも帰るも風引手　知るも知らぬ
も大方は咳」（永宝年間諸覚）だったようだ（石峯

「火山灰ならびに火山ガスの健康影響」）。（もし富士
山が大噴火すると、また、同じことが起きるであろ
う。）

２　富士山噴火と降灰分布・
インフラ被害・新たな被害対策

 （１） 降灰分布
　噴火災害は、噴火の態様、風向き、風速、天候な
ど不確定要素が多いだけに、最悪の場合を想定し、

「大きく構えて小さくまとめる」ことが望ましい。
これは危機管理の要諦である。報告書では風向きに
より、①富士山の宝永噴火時の降灰分布に類似する
西風卓越ケース、②影響を受ける人口・資産が大き
くなる西南西風卓越ケース、③影響範囲が広い風向
の変化が比較的大きいケースの３つを想定してい
る。ここでは被害が大きくなる②に関し、３時間、
１日、15日の図１を以下に示す。

 （２）インフラ被害
　インフラ被害で注目すべきは、次の各インフラの
機能不全が相互に波及・拡大・影響しあって、生活
や経済活動に大きな影響を及ぼすおそれがある点で
ある（図２）。
①　�鉄道：微量の降灰で地上路線の運行が停止する。

大部分が地下の路線でも地上路線の運行停止に
よる需要増や車両・作業員の不足により運行停
止や輸送力が低下する。停電エリアでは地上、
地下路線ともに運行が停止する。

②　�道路：視界低下により安全通行が困難となる。
道路上の火山灰や交通量が増え、速度低下や渋
滞が起こる。乾燥時10cm以上、降雨時3cm以
上の降灰で二輪駆動車が通行不能になる。

③　�物資：一時滞留者や人口の多い地域では、少量
の降灰でも買い占めで、店舗の食料・飲料水
は売り切れる。道路の交通支障により物資の配
送、店舗の営業、生活物資の入手が困難にな
る。

④　�人の移動：鉄道の運行停止と道路の渋滞により
一時滞留者が発生するとともに、帰宅・出勤な
どの移動が困難になり、移動手段が徒歩に制限
される。

⑤　�電力：降雨時0.3cm以上で碍子の絶縁低下によ
り停電が起こる。数cm以上で火力発電所の吸
気フィルタの交換頻度が増え、発電量が低下す
る。その結果、必要な電力供給量が確保でき
ず、停電に至る。

⑥　�通信：利用者が増え輻輳が生じる。降雨時には
基地局の通信アンテナに火山灰が付着し、通信
が阻害される。停電エリアで非常用発電設備の
燃料切れが生じる。

⑦　�上水道：原水の水質が悪化し、浄水施設の処理

図１
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能力を超えることで、水道水が飲用不適または
断水となる。停電エリアでは浄水場や配水施設
の運転が停止し、断水する。

⑧　�下水道：降雨時、下水管路の閉塞により、閉塞
上流から雨水があふれる。停電エリアで非常用
発電設備の燃料切れが生じると下水道の使用が
制限される。

⑨　�建物：降雨時30cm以上の堆積圧で、木造家屋
が降灰の重みで倒壊する可能性がある。

図２

 （３）新たな被害対策
　気象庁は、降灰被害の予防・軽減に役立てるた
め、従来の「降灰予報」を改良し、火山灰が降る地
域に加えて、積もる量などの情報も提供している。
また、千葉県では広域降灰対策の指針を全国で初め
てまとめ、警視庁は富士山が噴火した際の被害想定
を踏まえた大規模災害対策推進プランを策定してい
る。さらに、富士山噴火時のハザードマップが改定
され、想定火口範囲、小・中・大の３規模噴火の溶
岩流ドリルマップ、火砕流、融雪型火山泥流、大き
な噴石、降灰・降灰後土石流、ハザード統合マップ
など、最近の知見に基づく想定と対策がわかりやす
くまとめられ、公表されている。
　国土交通省は2018年度から「リアルタイムハザー
ドマップ」の運用を始めた。シミュレーションでき
る現象は、溶岩流、火砕流、降灰後の土石流、融雪
型火山泥流の４つで、噴火の発生後、影響が及ぶ範
囲などをシミュレーションできる。作成したハザー
ドマップは、自治体などで構成する火山防災協議会

を通じて市町村などに提供され、住民の迅速な避難
誘導や緊急的な減災対策の検討に使えるという。た
とえば、溶岩流は富士吉田ICから須走ICへ至る自
動車専用道路の「東富士五湖道路」に最短６分で到
達すると推定され、主要道路が寸断される懸念があ
る。他の地域へは最短で静岡県沼津市は18時間、山
梨県大月市は1.5日間、同上野原市は６日間と推定
されている。神奈川県は今まで到達しないはずだっ
たが、相模原市緑区は10日間、小田原市は17日間で
溶岩流などが到達すると想定されている。
　筆者が長崎県警に勤務していたときに遭遇した雲
仙普賢岳噴火の現場では、溶岩ドームの成長と火砕
流被害、降灰後土石流による流域や海洋・漁業被害、
土石流が運ぶ流木や大きな噴石の被害、葉たばこな
どの農作物被害、日々の降灰不安や除去作業などが
島原市民を苦しめたことが忘れられない。また、火
砕流が発生すると、昼間でもあたり一面が真っ暗に
なるなど、噴火災害ならではの経験をした。「降灰
が手についてもこすってはダメ」と部下に注意され
たが、灰がガラス質のため皮膚に刺さり、擦ると傷
が深くなるのだと言う。郷にいれば郷に従えであ
る。また、溶岩流の流れが途中で有明側に変わった
が、現在公開のリアルタイムハザードマップの参考
資料に、昔の溶岩流の絵図が掲載されており、往事
を懐かしく思い返した。現代ではリアルタイムハ
ザードマップでも、プレアナリシス型とリアルタイ
ムアナリシス型があることを初めて知った。

【コラム：住民ニーズから始まった降灰予報の歴史】
　1970年代半ばから鹿児島の桜島は連日のように噴
火して、鹿児島県民は降灰に悩まされていた。火山
灰は粉砕された石の粉、しかも二酸化硫黄など酸性
ガスが付着している。セメント粉のような細粒の火
山灰はわずかな隙間からでも屋内に入りこみ、地表
や屋根に堆積した後も風により舞い上がる。
　当時、理髪店での調髪は、まず洗髪から始まっ
た。火山灰が付着した髪に鋏を入れると刃が傷つく
からである。火山灰・火山ガスに晒されたみかん等
果実は表皮が変色して商品価値がなくなり、桜島か
ら40～50km離れた志布志湾では天日干しの魚に火
山灰が付着するなど、さまざまな場面に降灰の影響
が現れた。県民からの要望を受けて、1983年に鹿児
島地方気象台が降灰予報提供を始めたという。
� 2013年火山噴火予知連絡会副会長　石原和弘
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３　火山灰は「見えない・小さい」が怖い

①　灰の大きさ
　火山灰は噴火で放出される直径２ミリ未満の噴出
物で、風によって大気中に拡散する。火山灰は見
えなく小さいほど遠くまで飛来する。たとえば、小
田原市付近に飛来する火山灰は直径１ミリ以上のも
のが75％を占めるのに対し、東京都新宿区では直径
0.25ミリ以下と細かい火山灰が多くなる。また、風
向きにもよるが、東京都内では８センチから16セン
チの灰が積もると想定されている。なお、1707年の
宝永噴火では関東圏の広い範囲に火山灰が降り、新
宿で１～２cm、品川や千葉県北部で４～８cmもの
火山灰が積もったほか、新宿には砂状の粒、品川に
軽石が飛んできたという。

②　健康障害のおそれ
　エアロゾルは、分散媒が気体の状態で、0.001～
1µm （1～1000µm［1mm］）程度の粒子が気体、液
体あるいは固体の状態で浮遊・懸濁している物質で
あり、目・鼻・ノド・気管支だけでなく肺の肺胞に
達する危険がある。ぜんそくや気管支炎、肺気腫な
ど肺に問題を抱える人や、深刻な心臓疾患のある人
は注意が必要である。とくに子どもの場合、外で遊
んでいる間に大量の火山灰を浴びる可能性が高く注
意を要する。

③　早期の注意喚起や情報提供が重要
　千葉県では「県内で観測された、飛散する火山灰
の一部である浮遊粒子状物質や火山性ガス等の大気
中の濃度の測定し、その状況を公表する。気象庁を
はじめとする各省庁などが提供する情報から、県民
の健康・生活等に影響の大きい情報（健康、食品、
水道、電力、通信、交通に関する情報等）を、県の
ホームページのほか、ツイッター等SNSを通じ、注
意喚起及び情報提供を行う」との方針を明らかにし
ている。

④　火山灰の健康影響
　火山灰が降る地域に暮らす人びとの安全を確保す
るために、国際火山災害健康リスク評価ネットワー
ク、国際火山学地球内部化学協会の都市火山委員
会、ニュージーランド地質・核科学研究所、米国地
質調査所が共同で地域住民のためのしおりを作成し
ている。

４　降灰量階級表

　気象庁は、降灰量の情報を防災対応が取りやすい
よう、降灰量を階級で表現した資料を公開してい
る。降灰量を降灰の厚さによって「多量」「やや多
量」「少量」の３つの階級に区分し、降灰量階級表
ではそれぞれの階級における「降灰の状況」「降灰
の影響」「とるべき対応行動」を示しており、with
降灰のライフスタイルの目安になる（図３）。

図３
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５　火山灰と社会経済生活インフラ障害

①　飛行機の運行障害
　飛行機のジェットエンジンが火山灰を吸い込む
と、灰の中のガラス成分が高温で溶けて内部にこび
りつき、最悪の場合、エンジンが停止するおそれが
ある。また、コックピットの窓ガラスが傷つき、視
界が悪化するおそれもある。滑走路は0.2ミリから
0.4ミリの降灰で、滑走路上の指示表示が見えづら
くなり、１～４ミリで閉鎖される。
　1982年にインドネシアで発生したガルングン山噴
火の際には、飛行中の英国航空のジャンボ機が火山
の噴煙の中に突っ込み、数分の間に４つすべてのエ
ンジンが停止した。幸い、飛行機は噴煙から脱出し
エンジンが再始動、無事に着陸することができた。
1991年にフィリピンで発生したピナトゥボ山噴火の
際には、18日間に16機の航空機が飛行中に火山灰
をエンジンに吸い込み、そのうち２機のエンジンが
停止した。2010年にアイスランドで発生したエイヤ
フィヤトラ・ヨークトル噴火の際には、欧州28ヵ国
の空港がおよそ１週間閉鎖され、10万便以上が欠航
し、第２次世界大戦以後でもっとも多い欠航となっ
た。
　筆者は長崎県警在任中、普賢岳の山体変容の定点
観測で月１回、県警のヘリコプターに搭乗し普賢
岳の火口真上まで飛行し写真を撮り、島原火山研究
所の太田所長に届けるという仕事をしていた。その
際、ある時、突然、水蒸気を多く含んだ噴煙が立ち
上り、操縦席のフロントガラスを直撃し、一瞬視界
がゼロの状態になった。ベテランの操縦士がとっさ
に現場を離脱し事なきを得たが、人生一巻の終わり
と肝を冷やした。

②　鉄道の運行障害
　鉄道のレールは車両を支えるだけでなく、軌道回
路として安全確保などさまざまな情報伝達にも使
われている。その上に火山灰が0.5ミリ積もるだけ
で、列車の運行システムに障害が起きる。噴火が発
生し、それが宝永噴火級の規模と分かるのは、噴火
が始まってから30分から１時間後だという。次の１
時間後に、東京で0.5ミリくらい火山灰が積もれば、
電車は動かなくなる。早く帰宅することが大事だ
が、帰宅困難問題が起こることも予想される。
　阿蘇山の噴火では、鉄道が運転を見合わせた。原

因は信号の誤作動にあった。鉄道の指令所はレール
に流れている電流で電車の位置を感知しているが、
レールの表面に灰が積もると短絡（接触不良）を
起こし、電車の位置が分からなくなる。それによっ
て、信号に誤作動が生じうる。鹿児島市では桜島の
火山灰の影響で、鉄道がたびたび運休になる。富士
山の噴火で溶岩流や土石流が静岡県側に流れ出せ
ば、東海道新幹線と東名高速道路が寸断され、経済
的な影響は計り知れない。

③　電気の送電障害
　2016年に熊本県で発生した阿蘇山噴火では、60万
トンを超える噴出物によって、一夜にして町が灰に
覆われた。噴火からまもなく２万戸以上の大規模停
電が発生したが、その原因は電柱などにつけられた
絶縁体の「碍子（がいし）」に積もった火山灰が雨
に濡れ、漏電が発生したことによる。したがって、
首都圏でも雨が降れば大規模停電が起きる可能性が
ある。

④　発電障害
　見逃されているのは、東京湾周辺の火力発電所の
存在である。火力発電所では大量の空気を吸い込む
ための吸入口にフィルタを付けており、これが火山
灰で詰まると、発電能力が低下し、広域停電になる
おそれがある。

⑤　交通障害
　火山灰が１ミリ以上積もると自動車の速度は30キ
ロ程度、5センチ以上積もると10キロ程度まで落ち
る。10センチ以上積もると走行ができなくなり、物
流が止まり生活に支障を来す。火山灰が降るときは
スリップ事故が起きないよう、ロードスイーパーと
いう車で道路の灰を取り除く必要がある。2018年に
は大規模噴火で火山灰が積もった道路を想定した走
行実験を世界で初めて行い、四輪駆動自動車以外は
まともに走れないことがわかり、避難方法を見直す
きっかけとなった。なお、2011年に起きた霧島連山
の新燃岳の噴火では、宮崎県の都城市などで数ミリ
から数センチの火山灰が積もっただけで、交通事故
が相次いだ。

⑥　配水障害
　河川が火山灰で汚染されると浄水処理に影響が出
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て、減水・断水する地域が出てくる可能性がある。
東京都水道局では、浄水場に屋根をつけたりシート
をかぶせたりして、降灰を防ぎ、他の浄水場から水
を管路のネットワークで回すことで被害を最小限に
する取り組みを進めている。千葉県でも水道事業体
に対し、水質監視体制の強化や浄水処理工程への降
灰対策を要請している。しかし、断水に備え、水を
備蓄しておくことが大事である。大量の火山灰で交
通網が遮断され、給水車が１週間経っても届かない
おそれもある。災害時は１人１日３リットルが必要
で、４人家族なら１週間分で２リットル６本入りの
水が７ケース必要となる。

⑦　空調設備の故障
　吸気ラインが地面に水平な形状の非常用発電機や
空調のフィルタの目詰まりが懸念される。1980～
1992年の桜島噴火の際、鹿児島市において外付けの
空調ユニットに影響はなかったが、1992年に発生し
たアラスカのスパー火山噴火の際には、電話交換機
の空冷機能が予防的に停止された。

⑧　火山灰の清掃方法
　火山灰を掃除せずそのままにしておくと、事故に
つながりかねない。火山灰の清掃方法は以下のとお
りである。
　◦掃き掃除の前に必ず火山灰を湿らせる。
　◦�積もっている灰は、ほうきではなくシャベルで

除去する。
　◦�集めた火山灰は専用の袋に入れて処分する。
　◦�火山灰は通常のゴミとは別に処分されるため、

地域で決められた日に出す。
　火山灰を湿らす理由は、乾燥した状態で掃除をす
ると灰が舞ってしまうからである。ただし、火山灰
が浸かるほど水をかけると火山灰が固まり、掃除が
しにくくなるので注意が必要である。また、火山灰
を片付けるときは、なるべく体中に取り込まないよ
うゴーグルやマスクをつけ、ツルツルしたナイロン
製の服を着るとよい。火山灰はとてもすべりやすい
ため、屋根の上の火山灰をおろすときにはヘルメッ
トや命綱をつけ、事故に備え作業は２人以上で行う
とよい。
　桜島の教訓は「火山灰は下水に流さない」という
ことである。火山灰は下水に流すと詰まってしま
う。そこで桜島では「克灰袋」（こくはいぶくろ）

という灰を詰める袋を市が無料で配布し、灰が詰め
られた袋を市が定期的に回収している。雲仙普賢岳
でも島原市民が毎日黄色い袋に道路の火山灰を詰め
て、市の清掃車が集めていた。また、下水がつま
らないよう、雨どいや配水管は排水溝からはずさ
れ、火山灰と水が地面に流れるような状態になって
いた。東京から長崎へ赴任した筆者は、なぜ火山灰
を排水溝に水で流さないのだろうと不思議に思った
が、理由を聞いて、現場ならではの知恵と思った次
第である。

⑨　生きた教訓
　現場のことは現場に聞け！　動画「知る・備える・
行動する“桜島の大規模噴火”～その時、あなたは
どう動く？～」（鹿児島市）、「桜島の火山灰対策」

（NHK）が参考になる。YouTubeとNHKのサイト
で視聴できる。

おわりに

　広域かつ非常に多くの住民の生活や経済活動に、
長期間影響を及ぼす可能性が高い首都圏への広域降
灰に対し、あらかじめ防災計画を定めることが必
要である。中央防災会議の報告書を踏まえ、関係省
庁、関係指定公共機関、インフラ事業者などが有識
者の協力を得て、大規模噴火時の広域降灰による被
害軽減、社会的混乱の抑制のための具体的な対策を
整えていく必要があるだろう。なお、首都圏はマン
ションが多いが、マンション居住者による自助・共
助の火山灰対策は一朝一夕でできるものではない。
これまでのマンション防災の絆や知恵をぜひ活かし
てほしい。

追記：災害伝承について
　災害伝承に関する貴重な情報が内閣府の広報誌

「ぼうさい」の連載記事「過去の災害に学ぶ」にま
とまられており、内閣府の中央防災会議「災害教訓
の継承に関する専門調査会」のウェブサイトで閲覧
することができる。連載記事にはたとえば、雲仙普
賢岳の噴火の際の経験から、危機管理がうまく機能
するためには、科学者、行政、住民、マスメディア
の四極構造が、火山活動と災害に対して共通の認識
と言葉を持つことが重要で、そのためには日ごろか
ら顔の見える綿密な関係を保つことが非常に重要で
あることが記されている。しかし、雲仙岳測候所は
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近年の観測・通信技術の発達により業務が自動化さ
れ、2005年10月１日をもって職員が駐在しなくなっ
た。また、九州大学の地震火山観測研究センターの
存続が危ぶまれている。行政改革の名の下に地域と
顔の見えない状況がうまれるのは、雲仙普賢岳の災
害教訓と相反するものであると指弾されている。筆
者が長崎県警時代にお世話になった島原火山研究所
の太田所長は、「見解の異なる情報の氾濫で、社会
的混乱を誘発するという常識は、長期災害に直面
し、情報を渇望している災害現場では通用しないこ
とも実証できました」（太田一也教授退官記念文集）
と、当時のマスコミの姿勢を批判している。

　本稿は、「MALCAの眼」第９号　2022年（一社）
マンションライフ継続支援協会編の拙稿に加筆・修
正したものである。
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日本セーフティプロモーション学会　第16回学術大会報告

日本セーフティプロモーション学会　第16回学術大会報告

須　賀　朋　子
酪農学園大学

　2022年10月29（土）、30日（日）に、酪農学園大
学（北海道江別市）にて、日本セーフティプロモー
ション学会第16回大会を開催いたしました。例年、
12月に学術大会を行っていましたが、北海道の雪
事情を視野に入れて、前倒し期日の開催となりまし
た。晩秋の北海道ではありましたが、紅葉の美しさ
と天気に恵まれた大会となりました。また、昨年度
と同様に、新型コロナウイルスの感染対策も考慮に
いれて、現地参加とオンライン参加を併用した、ハ
イブリッド形式で開催しました。

　第16回学術大会のテーマは、酪農学園大学が獣医
学群と農食環境学群という２学群の大学であること
の特色を生かして、「人と動物の関係から安全を考
える」といたしました。
　大会１日目は、「教育講演」として本学の教授2名
にご講演いただきました。「教育講演１」では、農
食環境学群の森田茂教授より「人と家畜相互の信頼
と恐れに基づく洗練された家畜管理技術の普及」と
いうテーマでご講演いただきました。

　森田茂先生は、北海道大学で博士（農学）を取得
し、牛の行動学の研究を続けていらっしゃいます。
家畜のなかでも牛は「人との良好な関係」が必要で
あること、「なぜなら、牛は（人が食べることがで
きない）草を食べ、（人が食べることができる）食
品を作ることができる」からです。牛の気持ちや行

酪農学園大学の牛舎と広大なキャンパス全景

動を人間が理解しようと研究を進めることで、良質
で大量の乳製品がつくられ、私たちの食卓を豊かに
していることを強調されていました。
　牛はとても敏感な動物で、人間の位置を左右どち
らかの目で見ようとして、顔をわずかに左右に動か
し、見えない部分は後部の２割しかありません。ま
た、聴覚も敏感で、ミルクカーや金属音や人の叫び
声などにも敏感に反応します。研究では、人間が聞
こえないような音まで聞き取っているというお話が
ありました。また、牛は「社会をつくる」動物で、

「威嚇」と「回避」を繰り返して、強い個体の場所
には行かない習慣をつくります。そして、安定し
た社会を作るために順位を決めて、「けんかをしな
い」、「親和行動（なめてあげる）で仲の良い関係を
作る」、「座って休む場所にも、お互いに配慮」しな
がら、牛の群れの社会を作ります。これらの牛の行
動を観察して、仲の悪い牛同士は同じ牛舎に入れな
いなどの配慮をして、安全で心の安定を保てる、牛
の社会生活の手助けをする必要が人間の役目として
あります。人間が牛たちの気持ちを理解してあげる
ことで、牛は健やかに育ち、群れを作っていくそう
です。社会生活を送るなかで、人間も牛の行動から
学ぶことが多いことを人と動物（牛）の関係から考
えることができました。
　「教育講演２」では、獣医学群の川添敏弘教授よ
り、「シェルターメディスンと動物との共生社会づ
くり」というテーマでご講演いただきました。

教育講演１（森田　茂先生）
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したが、10畳ほどの部屋に120匹を超える犬がいま
した。ネグレクト状態であった犬の一部を酪農学園
大学のシェルターに保護して、適切な飼養管理を行
い、トレーニングも行っています。今後、犬の譲渡
会に出すことになっています。
　日本では欧米に比べて、動物の「適正飼養管理」
が疎かになる人が多いと言われています。そのた
め、さまざまの社会問題が起きています。そのよう
な人と動物の関係に見られる問題を解決していくた
めの研究や学問がシェルターメディスンであり、今
後も進めていく必要があります。
　大会２日目は一般演題の発表（12題）が行われま
した。演題は、セクション１では、大学コミュニ
ティ防災、学校安全、セクション２では、セーフコ
ミュニティ、安全学、セクション３では、暴力予
防、障害特性、セクション４では、乳幼児の事故な
どをテーマとした、多岐にわたる演題が出揃い、質
疑応答も活発に行われました。

教育講演２（川添敏弘先生）

　川添敏弘先生は、獣医師として、家畜診療所で牛
の獣医師として７年間勤務した後、心理学に興味
を持ち、心理学を学ぶために大学院に進学して、臨
床心理士、公認心理師の資格を取得されました。そ
の後、幼児教育を専門とする大学で助教・准教授を
務め、その傍ら「重度知的障害の方が人との信頼関
係を結び直すのは難しいが、動物を介在することに
よって改善できるのではないか」ということに着眼
点を置いた研究を行い、横浜国立大学で博士（学
術）を取得されました。
　シェルターメディスンとは、日本語では「群管理
獣医療」と訳されており、現在、人と動物の関係が
深まっていくなかで起きている問題（災害時のペッ
トの居場所や衛生管理、多頭飼育崩壊など）を学術
的に解決しようとする実践的な領域のことです。
　現在、酪農学園大学では北海道の実証事業とし
て、シェルターにおける動物愛護事業を始めていま
す。災害（豪雨による河川の氾濫、大震災）のとき、
ペットを群単位で預かるケースがあり、シェルター
メディスンの視点が役に立ちます。平時には動物愛
護センターや避難場所などでストレスなく過ごすこ
とができるように、普段から犬の習性を理解したト
レーニングをすることが大切です。犬は情動的なだ
けではなく、考えて行動する、奥深い動物です。
　酪農学園大学獣医学群では、暴力（リードを強く
引っ張るなど）を用いないトレーニング方法を学
生たちに教えています。また、ペットを飼うときに
は、終生飼養の覚悟をもって飼育し、災害が起きた
時のペットの避難場所、ワクチン接種やマイクロ
チップを装着する必要があることも授業で強調して
います。ちなみに、マイクロチップ装着は、2022年
の6月から義務化されています。
　先日、多頭飼育崩壊を起こした現場に行ってきま

一般演題発表の様子

懇親会での様子

　今回は、北海道大会ということで、北海道内の学
会員も増えました。また、多くの方が本州から飛行
機に乗って、第16回学術大会にご参加いただき、深
く感謝申し上げます。
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